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Diego, September 10-13, 2016. 

12. 魚島勝美, 星名秀行, 山田一穂, 小川信, 清

水太郎, 上松晃也, 荒井良明, 小林正治：新

潟大学医歯学総合病院インプラント治療部開

設後の治療実績：10 年間の外来および入院患

者．第 46 回日本口腔インプラント学会，名古

屋，2016 年 9 月 18 日． 

13. 上松 晃也, 星名 秀行, 山田 一穂, 小川 信, 

永田 昌毅, 長谷部 大地, 荒井 良明, 高木 

律男, 小林 正治, 魚島 勝美 新潟大学医歯

学総合病院インプラント治療部における骨増

生の臨床的検討 第20回日本顎顔面インプラ

ント学会総会・学術大会 2016 年 12 月 3 日－4

日 東京医科歯科大学 M&D タワー 

14. 河村篤志， 秋葉陽介， 長澤麻沙子， 高

嶋真樹子， 永井康介， 山崎裕太， 荒井

良明， 魚島勝美：加熱によるデンタルイン

プラント除去法の有効性検証．第 46 回日本口

腔インプラント学会，名古屋，2016 年 9 月 18

日． 

15. JM Rosales Rocabado，加来 賢，野崎浩佑，

井田貴子，魚島勝美：Fracture Strength of 

Femoral Bone Increased by Gain of Cortical 

Bone Volume on Ovariectmized Rats，第 125

回日本補綴歯科学会学術大会，金沢，2016 年

7 月 8日，同学術大会プログラム・抄録集：262

頁，2016． 

16. 浜谷桂佑、長澤麻沙子、魚島勝美：新潟大学

医歯学総合病院冠ブリッジ診療科における歯

根破折治療の報告．平成 28 年度日本補綴歯科

学会関越支部学術大会，新潟，2016 年 11 月 6

日 

17. 青栁裕仁，高 昇将，中野将人，木村龍弥，

魚島勝美：SiC 繊維の含有量が SiC 繊維強化型

コンポジットレジンの機械的強度に及ぼす影

響．平成 28 年度日本補綴歯科学会関越支部総

会・学術大会，2016 年 11 月 6 日，プログラム・

抄録集：15 頁，2016． 

18. 高 昇将，青栁裕仁，木村龍弥，中野将人，

魚島勝美：SiC 繊維のシラン処理濃度が機械的

強度に及ぼす影響．平成 28 年度日本補綴歯科

学会関越支部総会・学術大会，2016 年 11 月 6

日，プログラム・抄録集：14 頁，2016． 

19. 江口香里, 秋葉陽介, 秋葉奈美, 長澤麻沙子, 

リンドン F. クーパー, 魚島勝美：IGFBP-3 

は BMP-2 シグ  ナルを介して IGF 非依存的

に骨形成を抑制する，日本補綴歯科学会第 125

回学術大会，2016 年 7 月 8 日～10 日，石川，

同学術大会プログラム・抄録集：259 頁，2016. 

20. Suliman M, Nagasawa M, Mizushima K, Uoshima 

K: The influences of collagen crosslink in 

bone matrix on adjacent tissue reactions. 

第 46 回日本口腔インプラント学会学術大会，

名古屋，2016 年 9 月 18 日，同学術集会プロ

グラム：56 頁，2016. 

21. 秋葉陽介、江口香里、秋葉奈美、魚島勝美: 機

能特化プライミング細胞カクテル移植による

骨再生法,日本補綴歯科学会第125回学術大会，

2016 年 7 月 8日～10 日，石川，同学術大会プ

ログラム・抄録集：321 頁，2016. 

22. 秋葉 奈美、小野 和宏、吉羽 邦彦、加来 

咲子、竹石 龍右、魚島 勝美、前田 健康：

疾患統合模型を用いた卒業時歯科臨床技能評

価方法の開発．第 35 回日本歯科医学教育学会

学術大会，2016 年 7 月 2日、同学術大会プロ

グラム・抄録集：135 頁，2016 

23. 田地 豪、天雲太一、竹内裕尚、秋葉奈美、

三村純代、首藤崇裕、二川浩樹、津賀一弘、

小野和宏、吉羽邦彦、魚島勝美、前田健康、

佐々木啓一、菅井基行：標準化された病態顎

模型を用いた客観的歯科臨床技能評価方法の

開発－第３報－第35回日本歯科医学教育学会

学術大会，2016 年 7 月 2日、同学術大会プロ

グラム・抄録集：82 頁，2016 

24. 竹石龍右、加来咲子、天雲太一、竹内裕尚、

三村純代、首藤崇裕、石田陽子、秋葉奈美、

魚島勝美、小野和宏、佐々木啓一、菅井基行、

前田健康：連携機能を活用した歯学教育高度
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化プログラム－平成26～27年度の実績－2016

年 7 月 2，3日、同学術大会プログラム・抄録

集：99 頁，2016 

25. 深井真澄，大湊 麗，児玉泰光，永田昌毅，今

井信行，小野和宏，小林正治，高木律男 口

蓋裂患者における口蓋裂言語の心理的受容過

程 第70回 NPO法人日本口腔科学会学術集会、

2016 年 4 月 16 日、17 日福岡国際会議場 

26. 長谷部大地 浅井佑介 須田大亮 小島拓 

加藤祐介 小林正治 新潟大学医歯学総合病

院口腔再建外科における48年間の顎矯正手術

の臨床的検討第70回NPO法人日本口腔科学会

学術集会、2016 年 4 月 16 日、17 日福岡国際

会議場 

27. 丹原 惇、高橋 功次朗、市川 佳弥、朝日藤 寿

一、森田 修一、児玉 泰光、高木 律男、小林 

正治、齋藤 功:  矯正単独で最終咬合治療を

行った完全唇顎口蓋裂の第Ⅱ期治療に関する

調査 第 40 回日本口蓋裂学会総会・学術集会 

2016 年（平成 28 年）5月 26 日、27 日 ナレッ

ジキャピタル コングレコンベンションセン

ター 

28. 船山昭典 三上俊彦 金丸祥平 新美奏恵 

小田陽平 芳澤享子 新垣 晋 小林正治 

29. 口腔癌患者における同時性重複癌の臨床的検

討 

30. 第 40 回日本頭頸部癌学会 2016 年 6 月 9日・

10 日 

31. 金丸祥平、芳澤享子、船山昭典、池真樹子、

阿部達也、林孝文、朔敬、小林正治 長期間

下顎骨内移動した埋伏残根の 1 例 第 42 回

(公社)日本口腔外科学会北日本支部学術集会 

2016 年 6 月 18 日・19 日:山形テルサ 3 階 ア

プローズ 

32. 小田陽平、小野和宏、藤井規孝、小林正治、

前田健  康 診療参加型歯科臨床実習にお

けるweb公開型eポートフォリオ 第3報 記

述内容の質的分析の試み 第35回日本歯科医

学教育学会総会および学術大会 ２０１６年

７月１日・２日 大阪大学コンベンションセ

ンター 

33. 小林正治、加藤祐介、新美奏恵、長谷部大地、

池 元太郎、齋藤 功 馬蹄形 Le Fort I 型

骨切り術による上顎骨後方移動術 第26回特

定非営利活動法人日本顎変形症学会総会・学

術大会 2016 年 6 月 24 日 25 日 学術総合セ

ンター（一橋講堂）（東京都千代田区） 

34. 新島 綾子、森田 修一、高橋 功次朗、丹原 惇、

池田順行、小林 正治、齋藤 功：偏位を伴う

骨格性下顎前突症例における顎矯正手術前後

の正貌硬組織変化と正貌輪郭変化の関係 第

26 回特定非営利活動法人日本顎変形症学会総

会・学術大会 2016 年 6 月 24 日 25 日 学術総

合センター（一橋講堂）（東京都千代田区） 

35. 村上 智子, 福井 忠雄, 西山 秀昌, 林 

孝文, 小林 正治, 高木 律男, 齋藤 功 

顔面非対称を伴う骨格性下顎前突症例におけ

る脳頭蓋底の三次元形態分析 第26回特定非

営利活動法人日本顎変形症学会総会・学術大

会 2016 年 6 月 24 日 25 

36. 学術総合センター（一橋講堂）（東京都千代

田区） 

37. 小島 拓、加藤祐介、三上俊彦、芳澤享子、

小林正  治 下顎骨区域切除術における三

次元立体モデルを用いて作製したリポジショ

ニングデバイスの有用性 関東形成外科学会

第 100 回新潟地方会、2016 年 7 月 9日、新潟 

38. 加藤祐介、三上俊彦、高辻紘之、小林正治、

顎関節症状を初発とした乾癬性関節炎の 1 例 

第 29 回 一般社団法人日本顎関節学会総会・

学術大会 会期：2016 年 7 月 17 日～18 日会

場：湯本富士屋ホテル. 

39. 須田大亮，大峡 淳，前田健康，小林正治 

ラット下顎骨延長モデルにおける下顎頭吸収

と骨質の関連性について 新潟歯学会平成 28

年度第１回例会７月９日 

40. 新美奏恵，長谷部大地，三上俊彦，船山昭典，

小林正治顎顔面に多発開放骨折を伴った交通

外傷の１例 第 18 回 日本口腔顎顔面外傷学

会総会・学術大会 会 期：2016 年 7 月 31

日 会 場：東京歯科大学水道橋校舎 

41. 新美奏恵，小林正治，林 孝文 関節リウマ

チ患者に発症した舌難治性潰瘍の一例 第 26

回日本口腔内科学会 2016 年 9 月 23 日・24

日 会場：さん太ホール・さん太ギャラリー・

山陽新聞本社ビル 9階大会 

42. 新島 綾子、森田 修一、高橋 功次朗、丹原 惇、

池田順行、小林 正治、齋藤 功 クラスター

分析による骨格性下顎前突症例における正貌

パターンの分類 第75回日本矯正歯科学会大

会 2016 年 11 月 7 日～9 日.アスティとくし

ま. 

43. 浅井佑介、長谷部大地、小島 拓、齋藤 功、

小林正治 顎矯正手術が鼻咽腔に及ぼす影響

について新潟歯学会平成28年度第2回例会１

１月５日 
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44. 高辻紘之、長谷部大地、三上俊彦、高橋哲哉、

下畑享良、小林 正治 睡眠呼吸障害を認め

る多系統萎縮症患者に対して口腔内装置を使

用した症例 第 15 回日本睡眠歯科学会総

会・学術集会 日. 時：2016 年 11 月 12 日

〜13 日.日本大学会館大講堂 

45. 新美奏恵，小林正治 顎矯正手術に使用した

吸収性プレートに遅発性の炎症反応を認めた

２例 第 61 回日本口腔外科学会総会・学術総

会 会 期 : 2016 年 11 月 25 日～27 日. 会 

場 :千葉 幕張メッセ. 

46. 三上俊彦 船山昭典 金丸祥平 小田陽平 

新美奏恵 小林正治 当科における舌扁平上

皮癌Stage I-II症例の臨床統計的検討 第61

回日本口腔外科学会総会・学術総会 会 期 : 

2016年 11月 25日～27日. 会 場 :千葉 幕張

メッセ. 

47. 須田大亮，小林正治 下顎骨延長モデルラッ

トを用いた下顎頭吸収と骨質の関連性の検討 

第 61 回日本口腔外科学会総会・学術総会 会 

期 : 2016 年 11 月 25 日～27 日. 会 場 :千葉 

幕張メッセ. 

48. 齋藤直朗、小島拓、須田大亮、原夕子、芳澤

享子、小林正治 骨分化誘導と低酸素処理併

用によるラット間葉系細胞の多面的骨誘導能

促進効果の検討 第61回日本口腔外科学会総

会・学術総会 会 期 : 2016 年 11 月 25 日～

27 日. 会 場 :千葉 幕張メッセ. 

49. 髙田寛子、小田陽平、小林正治 下顎骨関節

突起骨折ー当科における10年間の臨床統計ー 

関東形成外科学会第 101 回新潟地方会、2016

年 12 月 2 日、新潟 

50. 長谷部 大地 小島 拓 荒井 良明 小林 

正治 交通外傷後に顎矯正手術とインプラン

ト治療により咬合と審美面の回復を行った１

例 第20回 公益社団法人 日本顎顔面インプ

ラント学会総会・学術大会 期日：2016 年 12

月 3 日、4日東京医科歯科大学 

51. 船山昭典、三上俊彦、金丸祥平、新美奏恵、

小田陽平、小林正治 当科における口腔癌 T4

症例の臨床的検討 第35回日本口腔腫瘍学会

総会・学術大会 

52. 2017 年 1 月 26 日・27 日福岡国際会議場 

53. 三上俊彦 船山昭典 金丸祥平 小田陽平 

山崎 学 丸山 智 西山秀昌 林 孝文 

小林正治 前舌腺に発生した腺癌 NOS の 1 例 

第 35 回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 

2017 年 1 月 26 日・27 日福岡国際会議場 

54. 顎顔面変治骨折症例に対する外科的矯正治療 

竹内涼子 長谷部大地 荒井良明 小林正治 

関東形成外科学会第 102 回新潟地方会、2017

年 2 月３日、新潟 

55. 坂口晃平，片桐 渉，大杉将嗣，酒井 陽，

若山有紀子，鶴田剛士，日比英晴: 幹細胞由

来培養上清を模した成長因子混合剤による新

たな歯周組織再生法，第 37 回日本炎症・再生

医学会，京都，2016 年 6 月 16 日．同プログラ

ム・抄録集: 37 頁, 2016. 

56. 坂口晃平，片桐 渉，大杉将嗣，酒井 陽，

若山有紀子，鶴田剛士，渡邉純奈， 日比英

晴:骨髄由来間葉系幹細胞由来培養上清を模

倣した成長因子混合剤による歯周組織再生，

第 61 回日本口腔外科学会総会・学術大会，千

葉，2016 年 11 月 25 日,  

57. 同プログラム・抄録集: 248 頁, 2016. 

58. 鶴田剛士，片桐 渉，大杉将嗣，酒井 陽，

若山有紀子，坂口晃平，渡邉純奈，日比英晴: 

ラット末梢生嚥下障害モデルにおける乳歯歯

髄幹細胞由来成長因子による治療効果の検討．

第 61 回日本口腔外科学会総会・学術大会，千

葉，2016 年 11 月 26 日, 同プログラム・抄録

集: 191 頁, 2016.  

59. 鶴田剛士，片桐 渉，大杉将嗣，酒井 陽，

若山有紀子，坂口晃平，渡邉純奈，日比英晴: 

ラット末梢生嚥下障害モデルにおける乳歯歯

髄幹細胞由来成長因子による治療効果の検討．

第 16 回日本再生医療学会総会，宮城，2017

年 3 月 7日. 

60. 根本康子，久保田健彦，両角俊哉，濃野 要，

根津 新，吉江弘正: エナメル基質タンパク，

脱タンパクウシ骨基質を用いた歯周組織再生

療法におけるコラーゲン膜の有効性の検討. 

第59回春季日本歯周病学会学術大会, 鹿児島, 

2016年5月20-21日, 日本歯周病学会会誌 第

58 巻 春季特別号: 139 頁, 2016. 

61. 保苅崇大, 両角俊哉, 小松康高, 清水太郎, 

吉野敏明, 田中真喜, 田中良枝, 久保田健彦, 

吉江弘正: 慢性歯周炎に対する抗菌的光線力

学療法と局所薬物配送システムの生物学的効

果. 第59回春季日本歯周病学会学術大会, 鹿

児島, 2016 年 5 月 20-21 日, 日本歯周病学会

会誌 第 58 巻 春季特別号: 122 頁, 鹿児島, 

2016. 

62. 両角俊哉, 久保田健彦, 保苅宗大, 奧田一博, 

吉江弘正: 広汎型重度慢性歯周炎患者におい

て One-stage Full-mouth SRP と歯周組織再生
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療法により改善を認めた一症例. 第59回秋季

日本歯周病学会学術大会, 新潟, 2016 年 10

月 7-8 日, 日本歯周病学会会誌 第 58 巻秋季

特別号: 141 頁, 2016. 

63. 両角俊哉, 久保田健彦, 保苅崇大, 奥田一博, 

吉江弘正: 広汎型重度慢性歯周炎患者におい

て One-stage Full-mouth SRP と歯周組織再生

療法により改善を認めた一症例. 第59回秋季

日本歯周病学会学術大会, 新潟, 2016 年 10

月 7-8 日, 日本歯周病学会会誌 第 58 巻秋季

特別号: 141 頁, 2016. 

64. 清水太郎, 久保田健彦, 奧田一博, 吉江弘

正: 広汎型重度慢性歯周炎に歯根膜を応用し

て包括的治療を行った一症例. 第59回秋季日

本歯周病学会学術大会, 新潟, 2016 年 10 月

7-8 日, 日本歯周病学会会誌 第 58 巻秋季特
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73. 原さやか，中島貴子，石崎裕子，伊藤晴江，

奥村暢旦，塩見晶，藤井規孝：旧義歯を治療

用義歯として使用し顎位を検討した症例．第 9
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2016 年 7 月 18 日. 

 

【その他】 

魚島 勝美：日本学術振興会科学研究費補助

金審査委員 

魚島 勝美：医療系大学間共用試験実施評価
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